
3月 20日開催「通信訓練・アドバンス講座」プログラム（2月 18日現在） 

 

※時間は目安となります。参加が決定次第、詳細なプログラムをお送りする予定です。 

※ＤＭＡＴインストラクターならびＤＭＡＴロジスティックスチームの講師が演習をサポートします。 

 

【通信訓練 10:00～12:00（120分）】 

１．広域災害救急医療情報システム：EMIS 10:00～（60分） 

演者：聖マリア病院 南島友和先生 

 ※WEB参加については講演内容の聴講のみとなります。広域災害救急医療情報システム（Ｅ

ＭＩＳ）の概要について講演します。システムの都合上入力演習には参加できません。 

 

２．災害時の情報管理：クロノロ演習 11:00～（60分） 

演者：小波瀬病院 馬渡博志先生 

 ※現地参加のみの聴講・演習です。参加希望者多数の場合には見学となる場合があります。 

 

【休憩 ～13:00）】 

 

【アドバンス講座 13:00～16:00（180分）】 

※現地参加、ＷＥＢ参加のどちらも可能なハイブリッド開催です。 

１．研修訓練の立案と工夫 13:00～15:00（120分） 

講演１「災害医療に関する訓練・研修」 

演者：小波瀬病院 馬渡博志先生 

講演２「本部訓練」 

演者：岸和田徳洲会病院 古田宏先生 

講演３「多数傷病者受入訓練」 

 演者：大阪府立中河内救命救急センター 吉田元治先生 

 

２．能登半島地震活動報告 15:00～16:00（60分） 

特別講演「能登半島地震活動報告」  

演者：熊本大学病院災害医療教育研究センター 教授 笠岡俊志 

 

講演「実派遣を見据えた熊本大学病院災害医療教育研究センターにおける研修」 

演者：熊本大学病院災害医療教育研究センター 特任助教 内藤久貴 

 


